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1. はじめに 
RFID タグはあらゆるモノに付帯しネットワークと繋が

ることから，ユビキタスネットワーク社会実現に有効な

技術と言われており，SCM での物品管理やトレーサビリ

ティシステム等の様々な分野での活用が期待されている．

RFID タグの技術の進展に伴い利用シーンが広がり，個々

のシステムに閉じた利用だけでなく，異なるシステムを

利用する企業間/業界間での情報連携により付加価値を高

める方向に進展していくと予想される[1]． 

そこで著者らは，異なる仕様で構築された RFID システ

ムを相互に連携する際，システム毎に RFID タグを貼付せ

ず１枚の RFID タグのみを貼付することで RFID タグコス

トを低減する ID 連携モデルを提案してきた[2]． 

本稿では，ID 連携モデルを既存の RFID システムに適

用することを想定し，異なる仕様の RFID タグや RFID シ

ステムを利用する企業間/業界間にて情報交換するための

プラットフォーム連携モデルを提案する． 

 

2. RFIDシステム 
2.1. 想定システム構成 
本稿で想定する RFID システムの基本構成は，RFID タ

グ，リーダ/ライタ，処理端末，情報管理サーバ，アドレ

ス解決サーバの５つである．処理フローは以下のとおり

である．まず，リーダ/ライタが接続された処理端末にて

RFID タグの ID を読み取る．次に，その ID に関連する情

報を格納すべき情報管理サーバのアドレスをアドレス解

決サーバを利用して確認する．最後に，情報管理サーバ

に対して情報登録/参照依頼を実行する．情報管理サーバ

は，RFID タグが関連する全てのメタデータを記憶領域に

保持する場合には必須ではないが，記憶領域のサイズに

応じて RFID タグが高価になること，記憶領域のサイズに

限界があることから必要性が高いと考えられる．また，

アドレス解決サーバは情報管理サーバが１つしか存在し

ない場合には必須ではないが，格納データが膨大になる

場合や企業間/業界間の連携を実現する場合には不可欠な

ものになる． 

2.2. 現状の課題 
異なる標準で構築されたシステムや独自に構築された

企業内システムが新たに連携を行う場合，以下の３点の

課題が存在する． 

１．ID 体系の差異 

  ID のビット数やコード体系には様々なものが存在

する[3][4]．それぞれの PF では取り扱うことが可能

なビット数への制約やコード体系に応じた処理分岐

が存在する場合があり，その場合には異なる ID 体系

では処理できない． 

２．情報管理サーバの分散化 

  各企業/業界において個別に情報管理サーバを構築

してデータが分散管理されている場合，それぞれの

物の情報がどの情報管理サーバに格納されているか

を確認できなければ蓄積されたデータを取り扱うこ

とができない．また，複数の情報管理サーバから情

報を収集する処理が個別に追加で必要となる． 

３．情報管理サーバのデータ形式の差異 

情報管理サーバに格納するデータ項目が異なる場

合には入出力形式も異なる．また，格納するデータ

項目が同じであっても記述形式や文字コード等の違

いにより取り扱うことができない場合が存在する． 

 

3. 提案モデル 
本稿では前述の３つの課題を解決するためのモデルを

提案し，そのモデルを実現するためのシステム構成を示

し，データの登録/参照での処理フローを検証することで

モデル及びシステム構成の妥当性を検証する． 

3.1. 提案モデル 
本モデルは，図１に示す４つのレイヤからなる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 提案モデル 

（1）既存個別 PFレイヤ  
 RFID システムの基本構成要素であり，他 PF との連

携の有無に関わらず存在する．連携の有無による処理

変更がないため，既存システムの流用が可能である． 

（2）連携クライアントレイヤ  
 既存個別 PF が連携センタ PF にアクセスするための

レイヤである．PF 種別毎に存在し，既存個別 PF が連

携センタ PF を利用する際の I/F の差異を吸収する． 

（3）連携センタ PFレイヤ 
 ID 連携と DB 連携の２つの機能が存在する．ID 連携

機能では物に貼付する RFID タグの実 ID と，実際には

貼付せず仮想的に利用する連携 ID の対応付けを実現す

る．また，DB 連携機能では該当 ID のデータが分散化

していた場合には自動で収集し，収集結果のデータ形

式を要求元の仕様にあわせて提供する． 

（4）既存センタ PFレイヤ 
 RFID システムの基本構成要素であり，他 PF との連

携の有無に関わらず存在する．PF 種別毎にアドレス解

決サーバが存在する．連携の有無による処理変更がな

いため，既存システムの流用が可能である． 
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前述の３つの課題は連携センタ PF レイヤにより解決さ

れる．課題１は ID 連携機能によりユーザが意識すること

なく各自の体系の ID を使用できるようにすることで解決

される．課題２，３は DB 連携機能により ID 毎のデータ

収集対象 DB リストの管理，データ収集処理の共通化によ

るコスト低減，収集結果のユーザ要求形式への変換を実

現することで解決される． 

上記の４つのレイヤ構成により，既に RFID システムを

導入している企業等において各 PF の変更を加えることな

く他企業との連携が可能となる． 

3.2. システム構成 
本提案モデルを実現するためのシステム構成を図２に

示す．また，既存システムからの拡張に当たる連携セン

タ PF レイヤ及び連携クライアントレイヤに該当する構成

要素の概要を表１に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ システム構成 

表１ PF連携用の構成要素 
構成要素名 概要 

ID連携サーバ 
商品等に貼付された RFIDタグに記述された IDを
指定された PFの体系の IDに変換する． 

アドレス解決

プロキシ 

・収集サーバのアドレス解決を行う． 
・収集サーバ経由でディレクトリサーバへのアド

レス登録を行う． 

収集サーバ 
参照要求時に，各 PF の DB に分散している情報
を収集する． 

ディレクトリ

サーバ 

参照要求時に利用するため，ID 毎に関連情報が登
録されている情報管理 DB のアドレスリストを管
理する． 

データ形式変

換サーバ 
参照要求時に，各 PF の DB から収集された情報
を参照要求元に適した形式に変換する． 

ID連携クライ
アント 

読み取った RFIDタグの IDを自プラットフォーム
内で使用できるようにするため，連携 ID への変
換要求を ID連携サーバに対して実施する． 

連携プロキシ 

データ登録要求及びデータ参照要求を実行する際

に処理端末から呼び出され，要求に応じてアドレ

ス解決の依頼先を振り分ける．解決されたアドレ

スに対してデータ登録/参照要求を行う． 

ローカル DB
アドレス解決

サーバ 

指定した IDの情報を格納すべきローカル DBのア
ドレスを返却する． 

 

3.3. データ登録のフロー 
データ登録のフローは３つのステップからなる． 

（1）ID取得  
 ①にて RFID タグの ID がリーダ/ライタによって読み

込まれる．その ID が PF1 で取り扱うことができる ID

体系でなかった場合，④経由で⑦に対して ID 変換要求

を実行する． 

（2）DBへのデータ登録 
 ①から⑤に対してデータ登録要求を実行する．⑤で

は登録要求を受け付けると，その ID に関連するデータ

を登録すべき DB のアドレスを⑥で解決し，②に対して

登録要求を実行する． 

（3）ディレクトリサーバへの登録 
 自 PF に該当 ID のデータを登録したことを⑪に登録

する．これは参照のフローにおいて，該当 ID の関連デ

ータが登録されている全ての DB からデータを取得でき

るようにするための準備であり，既に⑪に登録されて

いる場合には実行されない．⑤から②への登録要求が

完了した後，⑤は⑧に対してディレクトリサーバへの

登録要求を実行する．⑧では⑦や⑫を利用して⑩のア

ドレスを取得し，⑩経由で⑪に該当 ID の情報を自 PF

の DB に登録したことを登録する． 

3.4. データ参照のフロー 
データ参照のフローは２つのステップからなる． 

（1）ID取得  
 前節のデータ登録のフロー(1)の処理と同様である． 

（2）DBからのデータ取得 
 該当 ID の関連データが登録されている全ての DB か

らデータを取得する．まず，①から⑤に対してデータ

参照要求を実行する．⑤では参照要求を受け付けると

⑦⑧⑫を利用して⑩のアドレスを取得し，⑩に対して

参照要求を実行する．⑩では⑪により該当 ID の情報を

登録している全ての DB アドレスを取得し，それらに対

して参照要求を実行する．その結果に対して⑦や⑨を

利用して情報の集約及び形式の統一を行い、⑤経由で

①に提供する． 

 

4. まとめ 
本稿では，異なる仕様の RFID タグや RFID システムを

利用する企業間/業界間にて情報交換するためのプラット

フォーム連携モデルを提案した．また，提案モデルを実

現するためのシステム構成を示し，データの登録/参照フ

ローを検証することでモデルの妥当性を確認した．今後

は本モデルをプロトタイプとして実装し，機能及び性能

の評価を実施することで有効性を検証する予定である． 
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